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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
  

 マメ科植物と根粒菌は共生系を確立し、窒素固定器官である根粒を形成する。高山帯などの貧栄養土壌

においては、マメ科植物は根粒菌と共生しないと生育できない。しかしながら、マメ科植物の移動分散に

対し、共生根粒菌がどのように振る舞うかは不明である。そのため本研究では、マメ科高山植物 2 属およ

びその共生根粒菌の系統およびゲノム構造を調べ、マメ科高山植物の分布変遷に対する共生根粒菌の挙動

を明らかにすることを目的とした。 

 まずオヤマノエンドウ―根粒菌共生系について日本の 6 山域から採取して調べたところ、宿主植物であ

るオヤマノエンドウは北海道の系統と本州の系統の 2 つに分かれることが明らかとなった。一方、共生根

粒菌は北海道系統、北岳系統、本州系統の 3 つに大きく分かれた。また根粒菌共生遺伝子は単系統であっ

た。これらの結果はオヤマノエンドウと共生根粒菌の集団形成の過程が異なること、即ち両者は共生系と

して一緒に動いてないことを示唆する。しかしながら、共生遺伝子が単系統であったことから、共生遺伝

子の起源は同じであり、過去に共生遺伝子の水平伝播が生じたことも推測された。 

 続いてイワオウギ―根粒菌共生系について日本の 7 山域から採取して調べたところ、日本のイワオウギ

は山域ごとに系統分化していることが示唆された。さらに、共生根粒菌も山域ごとに系統が分かれる傾向

が見られた。また根粒菌共生遺伝子はオヤマノエンドウ共生根粒菌と同じく単系統であった。これらのこ

とは、イワオウギ共生系はオヤマノエンドウ共生系と異なり、山域毎に特異的な共生関係を築いているこ

とを示唆する。その一方で、共生遺伝子が単系統であったことから、山域毎に共生関係が築かれる以前に、

共生遺伝子の水平伝播が起こったことが考えられる。 

 以上をまとめると本研究において、マメ科高山植物―根粒菌共生系の移動分散様式は種特異的であるこ

と、しかしながら根粒菌の共生遺伝子は水平伝播により単系統が維持されているという共通性を有するこ

と、の 2 点が明らかとなった。 
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欧文概要 ＥＺ 

Alpine legumes in Japan grow at mountains between 1000 and 3000 m above sea level. They are 

thought to have originated from Arctic plants that migrated to the archipelago during glacial periods. 

Legume species can establish symbiosis with soil bacteria called rhizobia to obtain nitrogen as a nutrient 

directly from atmospheric N2 via symbiotic nitrogen fixation (SNF). Since alpine legume species could 

not survive without SNF that is established in a species-specific manner, establishment process of 

symbiosis between alpine legumes and rhizobia in Japan is of interest. In this study, we performed 

phylogeographic analysis, population genetics analysis, and comparative genome analysis of alpine 

legumes and their rhizobia in Japan to elucidate how they dispersed during glacial periods.  
 

 


